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はじめに 

　マダラGadus macrocephalus は冷水系の底棲

性魚類で，北部日本の重要な漁獲対象種となって

いる。日本海北部の漁獲量は，１９９０年まで２,０００～

５,０００t であったが，それ以降１,０００～３,０００t に減少

している。石川県は，１９９０年までは北部日本海の

漁獲量の３０～５０％を占めていたが，それ以降，１０％

以下に低下している。この様な状況の中，種苗放

流を中心とした栽培漁業によるマダラ資源増大へ

の期待が高まっており，能登島栽培漁業センター

では能登島の北側に位置する七尾北湾をフィール

ドとして，１９８５年から，標識魚の放流試験を実施

してきた。種苗放流の効果を把握するためには放

流魚の移動範囲と成長等の情報が必要となる。今

回は，人工１歳魚を能登島周辺海域に標識放流し，

その再捕報告から得られた情報を紹介する。

放流魚の移動範囲 

　２００１年３月にループタグを装着した１歳魚（平

均全長２８.６cm）を，能登島沖と能登半島北端の狼

煙沖で約５５０尾ずつ放流した（図１）。放流魚は，

２００６年１２月までに，能登島放流群７３尾，狼煙放流

群５５尾，放流場所不明４尾の計１３２尾が再捕され，

再捕率は１２.１％であった。放流魚の多くは，能登

半島北側沖から東岸の水深２００～３００mで再捕さ

れ，放流魚の移動範囲は比較的狭いと考えられた

（図２）。能登島放流群の再捕報告の８６％は，石川

県漁協のななか，能都町，すずの三つの支所の漁

業者からであった。従って，能登島沖を放流場所

とした場合，これら三つの支所で調査を実施すれ
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図２　１歳放流魚の再捕地点

図１　標識マダラを放流した際に作成したポスタ－
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ば，効率的な調査が可能なことが判明した。

放流魚の成長 

　再捕魚の平均全長は，２歳で３８cm，３歳で

４６cm，４歳で６２cmであった（図３）。一方，青森

県および秋田県沖合で漁獲された天然２，３，４歳魚

の平均全長はそれぞれ，３４cm，４２cm，５７cmで

（柴田　１９９４），放流魚の成長は天然魚とほぼ同等

と考えられた（図４）。また，マダラの雄は２歳

で，雌は４歳で成熟するとされているが，再捕時

の年齢，全長から，放流魚も産卵に関与している

と考えられ，人工種苗による再生産効果も期待で

きることになる。

【引用文献】

柴田　理，１９９３：地先資源漁場形成要因研究事業

（マダラの生態と資源に関する研究）．平成

５年秋田県水産振興センター事業報告書，

１０３－１１０． 

日本海　リサーチ＆トピックス　第３号　２００８年６月

１３

図３　放流の３年後に体重３.８Kg で再捕された４歳魚

図４　再捕時の日齢と全長の関係
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